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さ
ま
ざ
ま
な
表
現
技
法 

 
一 

体
言
止
め
…
和
歌
・
俳
諧
、
詩
な
ど
で
、
最
後
の
句
を
体
言
（
名
詞
）
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
。 

二 

倒
置
…
…
…
語
順
を
普
通
と
逆
に
す
る
こ
と
。 

三 

反
復
…
…
…
同
じ
言
葉
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
。 

四 

対
句
…
…
…
言
葉
や
構
成
が
同
じ
ま
た
は
似
て
い
る
二
つ
の
句
が
ペ
ア
に
な
る
よ
う
に
並
べ
る
こ
と
。 

五 

省
略
…
…
…
文
を
途
中
で
終
わ
ら
せ
て
、
含
み
を
も
た
せ
る
こ
と
。 

六 

直
喩
…
…
…
「
よ
う
だ
」
な
ど
の
語
を
使
っ
て
物
事
を
別
の
も
の
に
例
え
る
こ
と
。 

七 

隠
喩
…
…
…
「
よ
う
だ
」
な
ど
の
語
を
使
わ
ず
に
物
事
を
別
の
も
の
に
例
え
る
こ
と
。 

八 

擬
人
法
…
…
人
間
以
外
の
も
の
を
人
間
の
よ
う
に
例
え
る
こ
と
。 

    

八 七 六 五 四 三 二 一 

擬人法 隠喩 直喩 省略 対句 反復 倒置 体言止め 

       

選んだ写真 

C 

        

例 

夜
の
闇
に
赤
が
映
え
る
彼
岸
花
。 

☆ 

条
件 

 

・ 

主
語
を
い
れ
る
こ
と
。 

 

・ 

対
句
以
外
は
一
文
で
書
く
こ
と
。 



 
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
技
法
（
解
答
例
） 

一 

体
言
止
め
…
和
歌
・
俳
諧
、
詩
な
ど
で
、
最
後
の
句
を
体
言
（
名
詞
）
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
。 

二 

倒
置
…
…
…
語
順
を
普
通
と
逆
に
す
る
こ
と
。 

三 

反
復
…
…
…
同
じ
言
葉
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
。 

四 

対
句
…
…
…
言
葉
や
構
成
が
同
じ
ま
た
は
似
て
い
る
二
つ
の
句
が
ペ
ア
に
な
る
よ
う
に
並
べ
る
こ
と
。 

五 

省
略
…
…
…
文
を
途
中
で
終
わ
ら
せ
て
、
含
み
を
も
た
せ
る
こ
と
。 

六 

直
喩
…
…
…
「
よ
う
だ
」
な
ど
の
語
を
使
っ
て
物
事
を
別
の
も
の
に
例
え
る
こ
と
。 

七 

隠
喩
…
…
…
「
よ
う
だ
」
な
ど
の
語
を
使
わ
ず
に
物
事
を
別
の
も
の
に
例
え
る
こ
と
。 

八 

擬
人
法
…
…
人
間
以
外
の
も
の
を
人
間
の
よ
う
に
例
え
る
こ
と
。 

    

八 七 六 五 四 三 二 一 

擬人法 隠喩 直喩 省略 対句 反復 倒置 体言止め 

C C C C C C C 

選んだ写真 

C 

彼
岸
花
が
腕
を
広
げ
て
夜
を
抱
い
て
い
る
。 

 

真
っ
赤
な
花
火
が
夜
に
咲
く
。 

夜
に
咲
く
彼
岸
花
は
ま
る
で
花
火
の
よ
う
だ
。 

 

彼
は
満
開
の
彼
岸
花
に
近
づ
い
て
。 

 

赤
色
が
映
え
る
夜
。 

 

黒
色
が
広
が
る
夜
。 

彼
岸
花
が
赤
く
赤
く
咲
い
て
い
る
。 

美
し
く
咲
い
て
い
る
、
彼
岸
花
が
。 

夜
の
闇
に
赤
が
映
え
る
彼
岸
花
。 

☆ 

条
件 

 

・ 

主
語
を
い
れ
る
こ
と
。 

 

・ 

対
句
以
外
は
一
文
で
書
く
こ
と
。 


